


家族がつくった「認知症」早期発見のめやす

認知症の人と家族を支えるサービスの一例
ただいまサポート事業 認知症サポーター養成講座 認知症あんしん生活実践塾

もの忘れが
ひどい

判断・理解力が
衰える

人柄が変わる

不安感が強い

意欲がなくなる

認知症は早期発見と早期受診が大切です

安心カード これからノート 認知症カフェ

認知症は誰でも
なりうるもので
す。
安心して相談し
てください。
お聞きした内容
は秘密厳守いた
します。

時間・場所が
わからない

発症の原因によっ
ては、早い段階で
治療を始めれば回
復が期待できる場
合もあります。

早期の対応でその
後の症状を緩和さ
せたり、進行を遅
らせたりすること
が期待できます。

こんな事恥ずかしくて
相談できないなぁ



弘前市認知症ガイドブック（認知症ケアパス）概要版

認知症とは・・・

地域のみなさまへ・・・

ひとり歩き せん妄

記憶障害
新しいことが覚えられない
すぐに忘れる

見当識障害
時間や場所がわからない
迷子になる
理解・判断力の障害
考えるスピードが遅くなる
2つ以上のことが重なるとうまく処理できない

実行機能障害
計画を立て段取りできない

うつ状態暴言・暴力

妄想・幻覚 人格変化

不潔行為 その他

※

『認知症ケアパス』とは
～認知症になっても、できる限り住み慣れた

地域のよい環境で暮らし続けるために～
認知症の人やその家族が、認知症の発症予防から進行状態に合わせて、

『いつ、どこで、どのような医療・介護サービスを受けることができるのか』
をわかりやすくまとめたものです。

　認知症は高齢者に最も身近な脳の病気で、弘前市では介護を必要とする人の6割以上が何ら
かの認知症状を有し、多少なりとも支援が必要な状態となっています。
　あなたも、君も、地域の一員です。地域のみんなが認知症を正しく理解し、互いに支え合え
ば、認知症になっても安心して暮らせる弘前市となります。みなさんの温かいサポートをお願
いします。
　また、若年性認知症という64歳以下で認知症を発症する場合もあります。仕事や家事での
ミスが増えたり、予定したことを忘れたりするなどの症状が見られますが、うつ病や更年期障
害と間違われることもあり、診断までに時間がかかる場合があります。生活習慣の改善などで
進行を抑えられることもありますので、早めの相談や受診が大切です。

中核症状中核症状

行動・心理症状行動・心理症状

あなたも、君も、地域の一員。
～地域で支える認知症～

あなたも、君も、地域の一員。
～地域で支える認知症～

認知症の人と家族を支える相談窓口

弘前市内の地域包括支援センター
弘前市第一地域包括支援センター

弘前市第二地域包括支援センター

弘前市第三地域包括支援センター

弘前市東部地域包括支援センター

弘前市西部地域包括支援センター

弘前市南部地域包括支援センター

弘前市北部地域包括支援センター

令和3年 4月 弘前市福祉部介護福祉課 発行

弘前市では、介護保険制度や高齢者のためのサービスについてまとめた冊子「介護保健福祉ガイドブック・認知症ガイドブック（認知症
ケアパス）」を、介護福祉課や地域包括支援センターにて配布しているほか、市ホームページにも掲載しています。この概要版は、その認
知症ガイドブック（認知症ケアパス）の情報を抜粋しています。


